各地の民藝 : 雑誌『工藝』より by unknown
No.81
2
「民藝運動」
　民藝とは民衆的な工藝、日常生活で使うため職
人たちによって創られた実用品を指す言葉です。
それまで美の対象として見られることのなかった
これらの実用品に「平常の美」という人間生活に
欠くことのできない美を見出し、自然で暖かみの
ある美しさを紹介する日本独特の運動が「民藝運
動」です。1926（大正 15）年、柳宗悦たちによる「日
本民藝美術館設立趣意書」の発表が民藝運動の起
源とされています。民藝運動は廃れかけていた伝
統的な技術を復興しつつ、職人を支援することに
よって近代に即した「ものづくり」をも推進し、
やがて新たな時代を開拓する文化運動へと発展し
ていきました。西欧化・近代化が進展した大正時
代末期、柳宗悦は、日本各地の焼き物や染織など、
無名の職人たちが創り出した民藝品の発掘と蒐集
に努めました。それらは高級品でもなければ西洋
の美術品でもありませんでした。また、柳宗悦は
民藝運動の拠点として 1936（昭和 11）年、東京・
駒場の自邸隣に日本民藝館を開設し初代館長に就
任、その趣旨と成果をまとめてこの運動を促進し
た機関誌が、雑誌『工藝』（日本民藝協会発行）です。
第19回　大学図書館特別展示・学術資料講演会
民藝運動と関西学院 ―雑誌『工藝』を中心として―
　2010 年 11 月 11 日に大学図書館ホールで、第 19 回大学図書館学術資料講演会を開催し、神田健次神学
部教授に、「民藝運動と関西学院―雑誌『工藝』を中心として―」と題してご講演いただいた。また、それ
に関連して 2010 年 10 月 29 日から 12 月 3 日まで西宮上ケ原キャンパス大学図書館において、「民藝運動
と関西学院―雑誌『工藝』を中心として―」と題して図書館所蔵の『工藝』の特別展示を行い、あわせて「民
藝運動とその展開」と題して図書館エントランスに、関西学院ゆかりの柳宗悦、外村吉之介、寿岳文章の
紹介と関連の著書『朝鮮とその芸術』『民藝』『民芸遍歴』『ブレイクとホイットマン』『和紙の旅』などの
展示を行った。
『工藝』第 110 号　挿絵　日本民藝館　正門
『工藝』第 110 号　挿絵　日本民藝館　玄関広間
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『工藝』第 61 号～第 120 号（終刊号）
『工藝』創刊号～第 60 号
特別展示：図書館エントランスホール
写真　左：寿岳文章　中：柳宗悦　右：外村吉之介
学術資料講演会チラシ
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